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このi決Ifilj !よ〈いらっしゃい f主した 待遇表成 Jと，次の映IliI甘
んせいをおたず ~J しにナー待遇表現 2 …」とは， 1;f>: fi自の待遇表現の基本






























しい敬語形式といっても I-~ を C~ て)ください」という依頼の形はかなり
平くから，また「くださるJ 1いただくJ 1-あげる/さしあげる」等は「や
-3-












る学税者には決して分かりやすいものではたい。 1 卜‘の概念にし1 も，ウチ
@ソトの:j1~念にしても，いずれかヅiのみの児解では，学習者はほ語文化に
当てはめて解釈し， //本語に適用して失敗するケ…スが多々ある O たとえ
















































1. 11央!りIÍ の構 );\Uこしたがって J劫 1M を分ける II~'には[， 11， II..…のよう




する O 変形引用が:っ以上ある時には" '" ……のJI~! てる f を重ねて
いく。
3. この|決Ir!lJのIドに現れていないJにや語何?を例示する時には， C J付き
のl浴Uをつけ，それに閲辿した引用文や引用語句には 2の場介とlij様






































間柄では，かなり r~~i し、敬意表現がi~われている。 これについ亡は 1本人で
も J等Eすぎる，他人行儀だと感ずる者ーがいるかもしれない。(/，'，1人や社会階
















































































































φ尊敬語(主体敬語) : JJ~ さん(お悶ーさん①⑩⑮⑩(í3})， :lo父さん⑭);



















@， !;rど，ょんしく@5J;お~ (お腹駒， :10Jj!，ぶ弘 おとうふ吻の， お茶
⑩) ;はい⑪⑩⑮⑩(Jl(，)@Jゆ⑪0fY駒胸臨;し、いえの働;ええ (1うん iとの
対比で)⑩⑮⑬⑩てあげる(買ってあげるわ⑩)
@)fl市計十(開き r敬和): ~です、~んです⑬⑩⑪のてし上う(か)






















O 導入・前置きとしての r-がJ (@⑬@) 





















2) 例会的礼{詫('1法としての言活観 …改!土り，へ/Jて O'f-i肉/Dなどを、よ
しとする人間関係への配慮



































































































まれていない。 I~ ており去す J (j) 1おる」は iおらjしるい|のような)f]もとも




④(j) ょくし、{..-')，.)しゃい tL!二Ii.L@とIrJじく，村1Jの米，W6:歓迎ナふ i






以 1:の③④の表現1/ゥ~iJ ~なり J~V!:なことからうこの労tlーと初老の婦人との関
係はふつうの親子の!討j附とは述フこどに気づかせたいものてゃある。








なお 2人の r!語、さからみー ム iおjJJlえありがとう」と iヱ1い， 1:弓迎えあ
りがJうごJいl:-LIとrrってい必いこ 2に版I:Jを飽く学資者が1，、るかもし











立-2 母を迎えて(2) (⑦~⑬) 




















が2人ならば， H~{者の!奴バノドが及ぶ先，つ去り 1 ，i立;者…………に敬意、8::'表するも
のである O ところが，この「お」についてく I~I 分の動作，>になぜ|おJ 合 f史
うのかという疑問が外l主i人のみならず，一般の日本人にもかなり多い。これ
は謙談話を<r~1 分会低めて表現し，結果として……>のような説明だけで終





なお， 1-お持ちしま Lノ j、う j の I~ ましょう J について， 1'(いっしょに)行
きましょう!のような勧誘を去す意志の表現とだけ:11'.解している学校l者に































では， r~ ど」で終わる形 tr: 避ける。「だJ のもつ断定的強さを避けるためで














は ~l: く， く :;:1['>(> 合指しにいゐと jA ッか'1，しれ々いの℃、;(んと~ 0 7[~~気?.J fよ
形1が動制 1")[:気k'Jのl;fi作物IrL(形容動計f;Jという扱いなしない立J;tj-eは汚1)。
この前幹JlJtJ;はインアォ…マノレ/ょJ劫i1'riでは，男氏を問わず，かなり頻度がi向
い。 r~ は便利/不便?J 1"そんなに有名 ?I などのように。このJi%)ji'で清が
d っとすれば， rお父さんはお元気なずか!となるだろう。
@Iええ? と亡 '1， J[:;イ，¥，よJ(/) rええJf;同争とIfi)t: 0 1 JCノ系JJはせタ止 InJL: 
く d1:f~~糾fl ìSたどが， 、ーのど1:りに1[(J't! 11 Jがくのは!I:tl. il;'Jiィ。咲}'I-ilなら|マjじ
気uニよ。|がみ、-"--')~) 0 











か。 夫婦らしいが， {i'(1かには分からない。友人.Iru 1:京@婚約者その他も考
えられるのではないか。










































、てゃあるとしども起こりうる 行あるから， 定化;治的!IJ{よといっても dL
')かえないと思われる。 ~t1ょ，男1ftが(史うじとはそかない 1':占Jでもある
l :tô約束は ?J は r~ はどうし去すか/どうなってい茨すか/・・・…」などの
:fIli洛として扱ってもよいであろうが， I~ は ?J はb しろ，相手にやjかのJlJ
件を思い出;させ'るといjfijに，その解答:を相「‘にゆだねる提示の文として扱う
のがよいだろう(⑩参照)0 "ヒた， 1山石iiJ が 2 つ重なる I~ との ~J の使い JJ
は学者者f:l^ 般に芹 rであるので，練31Nさせ/こいo WIJえば!代(付守1似 1り〕林先
4件[:リとj 約l束i収瓦v中杭相H伝日談炎 ( をJ寸)寸す凶どる" (j主Aγ主λI言ふ訴.h














































lだやかす， (:t たらぎを 1~I't)，敬語表現と深い|立l係がああ n 110分l)dLLt:J 1 
い15(fく， DO分ほど失礼し:)c:す|がふつうぐあろう。
必の母の 1-;い、 I1;]:， これまで、の清との話しゾJのレベノレに合っている。
働び)rこれ，頗むよ I(土，⑪の!うん lとI'iJじく?恵美子に九JLてはイン
フオ}マノレの表fJ~ をしていることを明瞭にポオ。 :1 ，\1こ終助1\r1] fよjは， rだ一|
の体につくか， rです@交すJの休につくかをf[りわず， 主た男1;:を問わず，
ぞんざいな感じを与えやナいので，使えるお 1子や場に注意、させたい。恵美子
が古うとすれば I-~ij'i むわ l となろう。「たのむ」は何かの処置を人に任せる











こむHi:5]すされるf!!'ir耳炎Jli1，i:l、ラ J.[\ く(， I~，合一外受モJlJ，、('，JLている'1，のけ<iJ制止礼
( ，、し、t.i7，リ"
IV 1 ~言付けを残して(仰~帥〕
















この 2 人の上下関係は了解される。 r~君」は主として男性の聞で同輩かそ
れ以下に対して用いられる将い敬称 Cf;:性同士なら r~ さんJ がふつう〕。
したがって「小}II%Uの動作については敬語は用いられていない。「来たらj
を「来ましたら|にすれば聞き千(若い火性)を一層高く扱うことになる。



































































⑩の冒頭の(あっ|は，先ブ'j ([;.(1書館〉カ;:t交話器な取り I:ff'i:~室長1; rl fこ1¥た
ことをイj'([;r:zした場合， !/，-'，川こららの目指す相子が直fi:l'l!¥tc場命に思わず11-1る



















のはう 1dU]主にたlずる敬tiEの{むし、分りであるリ 1活し fの7トぃ、I，d'tC院外三)i;jヲ
「林先!I二Ji乙対してはれ、(~) -' ')しゃる 1(ゆで rfi< J， f;13でrl;、る iの;意〕
1i: mい， [小川先生 IfこI、JL"Cft I求心jしるρ| 在JIν、ている υ |白いら，")しベ'
























以 IJV-3の場1fiiでは， 林先'l'.<ー>1涜Fドメ〉小川先件ニー の"/c:リフ(言語待遇)を
通じて 3 人の人間関係が示されている["林先生J は["~てくださいj 以
外は「小)1うVI:.Jにも院斗Jこも尊敬語や謙談話は使っていない。「小川先生|



























こと， 予測していたことを表す。 r-すみませんlはI降い謝罪で r-cあなtcこを)

































注品;をE長JするのfJ，'叩び) 1いよこl'くJu) ，'il分℃¥ 」ぴ l'リノでは|い1:二/ご十)
ますかJ と II Jfì~l仰にな叶ていることである。発i干 i のわずかな違いなので
[ご覧いただき去す(か)Jとの述いに気づかないことがよくある。 rご覧u、
ただきます Jだったら、 受受P主必主を;吉意;図、す♂1ナj一る詰t陥l支釘n出f百}を{使史一 3 てはいるカが~Fr引話;1日活J丹んl可;三者者の J意;芯1Edι五
び円)1担祁押t甘叩iドにし /つコ汁Hfに乙な
J判!けIr の志怠、Jよ忘4ふ、 t全ヒ j崎誇誇iφ()必己註~，J寸」十一とる〉こと lにこな ζる) 0 こじり文では |ごは (1こなぜ》て) く/ごさい
'1:せんかJL 1\、子/\ノど H ;f~、で i~， <1ごさい七せんかJならよく分かるが，
I~ くし、!~こだけ;とせんかJ It分かりしくいという あるの!よ4:1'りにf:)




も ;-fi~~ し少の心却に口反する必要がある O なおフ付け力11 え Jt，(よ〉、の L リソ












，')と考えていると出干しでも力柱。[!'CωなL、。 た I~:' l.-) LI tW; 王子iií~ で!よく{史われノくら











































必要はえr:いυiリh~^) ;JL f切1 )ぴ )J;g~ ~.) 8七五IJすfu;験七あふ。
WJlの Ir~ ミの "J'.IJ:. J i土吐、えのクブソ、に!HJltしてし、る It./，: Jは li乙
ナ…ルの短縮形で， ドイツ訟の selll111ar から。 14正副では大学の段業に伐l
しぐは「演習」と択されることが多い。 品Rili0)，;持義が'1心ではなく，学生の
I~I 発的研究発表としてのJ受業を指すのがふつう-^~交I'I Jに小グループで行わ
れる。次の I^遊びにiく」の「遊びJは，趣味 e リクリエーションとして好
ぎなこと合するの;志のほかに，伝統的な意味ーのe"!:誌の修行のために他郷へ (J'
くの意が結びついており令三段、しみながら勉学す‘るの忠がj主められている。む、
冷んのセリ 1/よけの立:郎氏、てやはIJらかでないが， リケリニ!:…シ :1~合かね
て研究@謝交に行くとい、Jこと宏遠慮がらトこ 1:_1ったちのだと解したい。 (2
人の研究テ…、Jが奈良に関係しているということは次の映1f!I--30巻 で分か
































の疑問文ではなく， I…がいらっしゃった。なるほど，どから ~J 1…がいら
-37-
ゃった。そソですか，そAI':j、ん~J !J:止と1，'1:く，十IJへのけったこと a:Iズ.efa
Lながらう中i卜Fが後続51:.~(' I り ])1どしなかったその内科 9 必:1ヌi 合納得したこ;と {f~
1点す。 30巻⑩参照。
⑪の!それでJi:J:，ゅの 1~1 分の発~__i ，⑩の林先生の発!=i合受付て，次の)(
[につなぐ役1a: .li0松市iL ですから/だか Lリなどと志;味は近1;'，(して
いるが?ここの)()!J氏ではくJti'il怖の1'究会怠>か人みてそく♂わないの I(で寸/
/ご)か 1:，[iよ強寸ぎ{i:.'IJI汁る tう心:@I，会(0);t勺る， ，1、)jに.i&tiz:; 1;亡し、び)じ
ふふ。 1案内しょ、Jと}ltl"¥去すじりじ J iJ:仰とInjじく 1との'l'IUfW、山 Ht!





である。 清@恵美子@ほの 3人が川のほとりを歩d，景色を見ている O




旅行者 I-l~ ちょっとうかがし\主寸ーがヲ ~L輪、h'へはどう fJったらいいのでし i
うか。」
:it!j 1 ~4l elb ;b ， 11~ I1論i 占でし/にら，あの|慌を~!主っ亡，イ=1\ニ 1111 がるとすぐJ， 、に
あります。J
旅行二段 1⑩そうですか。














































町7;1 {r 、)~つイJ:~Ö!丘;jclJ 1/) r 1))、こうなJ1土 l'j(:U')しい/ヤっくし L
気に入った/満足するに足るJなどの意含交す形谷動指iJo :'.お !~J 1/) Iーお|
は美化tIiq化JH訟と考えるのが適当1:，'ろう。よ主体JAIlとしての庭園に敬意、合表し
ているととるよりも， 氏、官!の多 JIJ する|三/3J と f~lþ したい。 1"'1様な場 Irri てで男 t~
が 1:1'31ゑJということはほとんどない。|おう 't)J /ーお花jなども1ft]じ。/":お










































得観i'17叙述表現ト:適し， Iこんな/そんな/あんな/どんな iは主観的， j盛
1'1'り表耽lこ適Lていお。 INI!il¥Jだ;}lJは丘ド1:'，与:rtJ0 f /(， ilJトだ十わ IT、jふ(;，
が， I名前十;十人!という言い方はないので， f だわJ ように十2えってさ
しっかえない。男'1'なら「こんな時間だ(.1:)J J:なりやすい。|あら， こん













ど九九{î~:i怒ぶかはそのlI!iのがj比や例人ノ，y，'によるが， r ぉ r~] さ /lノ!のほうが多
いだんう正出われる。 身内在身1)すに r-jうとき (1 1 ，ド I\{~J 係が強〈働くからであ
ど〉 υ 乙、て、fし身|人!けJあるが， I:) 者として:j)立しり その代弁のJ~ を/~
リていゐからだιしだ，1，;I))l，~:)υ1 .13，1ソλ、!の[，1，;.1(J美化;市JlJがいり:!'11 ，11) 
以YIがづりtj-)('0 f!Hき )， 1 fJI;，Fli!jiJlJυ [JI:; '1字削 0，iJ び)，m":{~ I .LI の!iiN、υ りj

























VfIT-2 湯どうふを注文する C691~v ⑩)











@)-，く，10持 1:，い!:ごしますの i 
⑩の「どうぞ，こららの)jへー|は，⑩の「どうぞ，こもらへ|と対比す
る。 いjずれも基本的には)jチ(jを指すが，この場企のように服部!の場所そのも













悔の「そうですね 1(賛意〕とは違い， 'fTt:rJlc対してほとんど反射的に 1¥て















































は， 1直接には母に向けられているが，清も聞いているので， むしろ 2人tにζ斗l戸仏向;白何1) ] 
けられたことばとf除争




@) 1-清水守は，どう ?Jの INは，どう ?Jは，Jft案の言い方。 I~j分の意
志@希望を表明してう杭[Crの判断念あおぐ表現。 r-についてヲあなたはど





















































































仰の Iご覧く/よさい iについては，ゅの iご覧し、kk.け去すかjで述べlc.
lご覧Jを参!隠されたい。 Iご覧になってくだ与し、Jの「になって」を省い
た形としてもいいだろう O 学習者には|お/ご~なさいJ(お読みなさい/





ゆけてき4JJ(よ土ぼt/'I'P#JIJo i 形容動計lnfrlti~中ト，j.U い功、，( IJ:， 






く久性人宇[IJ の d冬以~f)ffJo rねJが村IfにIfiJ忠;を;;}<:めたり， ecJiがらのu{.為につい
ておIfに的'fかめたりするのが中心的なHJ法であるのに対して， r わ」は I~I 分
の意志。主張@判断などを相千に車内向させたり， iJlらに苦いI会lかせ7たり， j~~ 
1U)した気持ちなどを表わす4のが主たる刑法である orわ」のほうが主観的.1'1 
dl'/I心的といえるので， J~， I立者に~~してや改まったJd0 rfri で多用すると，かえ
ってぞんさいなj~~ じ合与える。'.こ二れに村|芝ぎ当1主l すす一 ζる〉労性 σの〉終助詞は i よ l ι主1たこは
17な:訟cJであろうカか、、o 叶i均l
してI'使!史hわれどる〉度合いが少/ι:tく〈々にどる)0 そのi並もuである。
~~ !じベ〉 ιわ， J~i ってあけるわ J (j) 1じベ〉あ」は!ではjの1，if:; 1''1米.EJto
IじゃJとくいう心ともある o r(ってあけ ;0J (土，ほから般への表現てゃ
あるが，不1'1然、でもいらL川でもない o JJ，L在りふ r'~ 亡やゐ J は/1-性はIJ、とん































美化i治化(r電話fつがrj!It~、。l:: k. ， '会:h:ぷJしく，値段が寸ひに決でと ργぐい
るものについては、 11 )I'Jく/よさいjとは v:'j、つソははわないこともつけ









形が的われノているが，容が帰るとき， つ;}、 1)J'f物という行為が完 fしたとき
ならありがと 1 ご 5いました」というえ:n~が仰われるであろう。とは






旅行の十f/もいる。1fjlJ日校五;務て Jif{ を:f~'つパメガイド(失'1/1'.)も i映る。
洋i水寺は 805icf'.の建立。京都ri51ullにある。 ~~r乏の 111 によせて常やJtt !J、 tiNJ
イ;(1よく自己躍され， IJL/季 ，wnHしい )"Cも美しいとされる O 料、に、二の|りと|出lで見ら
れる懸崖に臨んだ*設の郷介は有名("，事n子?を支えるJi木の紺み介わせは1:ご
く去しく) ~~J毘 ---s くりと 11、F ばれ"(い主〉 υ ょの舞介か i=) (/) 1)じめはすけらしい。
ト含見るとo3J二常lこ高いので，大きな決心tどするたとえとして[清水の舞台か
































たJ ;I，.1といっ用話 1':1(*が 'fiJjt(1りであゐとは決していえない。外|云If~fi' に訳す、:
どもむ、ずかしい。ここでは ψじ1，活












NiJ晶表現 J 普通の表u~... …・・………… 0
lぞんざいな表J]，l. 
一十ト 窃 o .は~土上L、 1-]' '1等t守~f さ J をと J占i七 i埠\i1iに乙したかりぴの〉訂fit己Jりゐ.cふη るO ιu，〆ろぐう〉ん， 」あP勺)Iム、コJ 
ゆる3支長
亡い4るらわlけ7でiあbわ)るから， 1似X令yづ分士}L仁はζ土上分カか冶りぺや:'jナ一さの jたこめの II~安交交，-でC:Jiあ〉ど心) 0 人大J批i氏tの"!
1子合』片1者は〉 人門i具知則u削)Jからこ jしt去主てで守 1-で寸二Ir'ょとすJrく/ごさし、! その他， わずか
な庁予式に依存し c， !~'，刈のぜい脅しベノレよりほんのノかしツοツス@レベルに近
づいた表現の形式合んできたわけであゐ O そうした~'f:.習者にとっては， ζ























































2. :2 のld幻l;び)分経!であり/こイバNUJ(JdiJ*ノ'， 0) l' 11ぜか守山JU、， u又|く二は， luj主うt:




いになど〉。 聞き j二が限定されノるからである (3明3.参照)0 フした後いをす
ると p とほ!の「ロ)3-誌」は厳絡には I形態系Jということになる(たどし，こ
れは教育しの般いを古っているのではなく，分析的なことを I::iっているので
あるから予習者にその:l.tJMII:す勾るよツな」とはJg主えるほソがよい)。大
切なのは「文末形式J'Cあり， 1本訴のく文>は，百l絡がない!絞り， 1'，iG 5 
織のi!Mイー から逃れられない¥ことをノjJ与し仁し、る。 γ:1官弘河?九守i/!J者者は|日|にし 1耳4 トにこすすA とる~<川
体>がg悶~浩l のうラデy戸三ゴ、ス の γ ス(!向休イt本iトド、t巳以外てでやあると:さ予， それらが{μ何口吋I古在三i謹意色怠、!味見味4去;するか， 1木
ri討のどこに位置づけられるか， iEしくは分からないのであるから，その位置
付けをしておくことは，学視/.の不安をfU1pY自寸るには千交立つはず Cある O こ
の|決J!!Iでは['う戸、ス@マスイ本」と[ダ休Jの)jJ法がLt'心となっている。!日j.
の相手に対しては rnfiノドの滋.1m士!号U!llJ'[りに1FT'怠れないことであるから， < 2 
種の話体>が{史われていることは，く 2 税の人f~TJ関係>が要求されているの
fふというふうに理解させたいものである。 30巻で扱う|ソト。ウチ」や
r L， .ドJの人間関係の遭いである。学習者がだれに対しても「デス。 γ ス
体Jしか使わない(使えない〕ということは， 日本人の人間関係を無税して
いるという舛!胞になる c ['デアノレ IrデアリマスJは， :Lとして書きことtまに
{むわれるものなのもここでは i:i及し L、ことにする υ
3.2. 敬訪の形式








観点から整理しておく O 次の 2穏4煩に整理(される。
I 交替形式(形がすっかり変わるもの〉





























たとえば「お帰りになるJは可能だ、が， [-:10 'Jfりするjは不可能である。 述
)1 71ラがパiYE1Ilの訴も「お~になるJI お~す ~)..I (1しいう倣請に付ならたいの
{見るー >X:お見になる(ご覧になる)
















学~Wll者 f;上，おそらく，ここま C くる段附においてもすでに，デス。 γ スの
体とグの休とのいがさのレベ/レや夫、j 人1X;1係における HJ1.kの造作、はあるおり皇 9~11
ぐいとJものとjJ、われる。そ;lG{i~ ri J!c (こして，ここでは文l:i;JIZjドI:'l'[fc./)し、て





























なし，文末形式 l~ ル/~マス i は，聞き手にた!する話し予の r寧;意識含示
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動竹下hへの配慮
(おっしゃる) I おっしゃる一一おっしゃいますトー -~~- ーァ聞き手への配慮
(言 う) Iヨ つ一一一百います
(語) ι (グ休マスの休)
す部分でフ ヨこIの|共l係(統合関係) {(指している。したがって) J'.関のタデ
の系列で比較すれば動作主についての， ヨコの系列で比較す、*1，ば聞き干につ
いてのJI又り+及いを?比l鮫することになる。つ去り，タテはタテラ ヨ ~1 はま1::::1 で
しか比)1佼できず，斜めに比1佼することはできなし、o ~T: 1!?，'者は，
(a. 00さんがおっしゃった(よ〕。
C 4 J { 
l b. 00さんが i~.i いました(よ)。
で， どちらが「1宇かなどとf雪作目することがあるがラ りIJ物誌と比il決していること
になり，;島、妹、をなさない。 I~ ます j の形は J寧だとのみ覚えている結果で
ある。比!命的に吉えば， 11Ji:最は H%' り物の III~去であり?文ラ!ミ形はその包装紙で
ある O けれども， 1'吟iJと包装紙は現実のIf¥]凶として無関係でないようにラ敬





u卜ー のことは，動(ノ1'1'.への百及/)，'1::り td(繋を 1!1' l，-、 i ，~ 見 1こ説明であり，迎'í
に9 聞き子11，心lこ考えれば活葉l立文休)1ヲicこ引ぺiXられるということが言え
る。このこーと f;J:， 11県白íj の聞き Fへの Ilil~!;討が;助 ('r::tへの配慮に優先しやすいこ
とを;色)旅する。敬請のm法のく変化>は，この聞き f'(j氏以降のキIlf)への気
遣いが次第七:大きくなり，動作、(J:.話JWの人)への配慮はしだいに弱くなっ







































二ごで， 1-表現一| ということの問題に官ふれておく。 立:法の<論J!j!位>
と表現のく倫}1j!1生>とい〉ことである。文法(;i:r間違いを犯せば意味が通じな




以上， 3.1. <3.4 は fij){H~i.形式を Ifl心としたごく基本的なことである O 指導
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文化庁 1971 r待遇表現J1 (日本語教育指導参考書2) 文化庁
1974 Ii敬語j] (ことばシリ…犬、 1) 文化庁
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柴谷方良 1978 『日本語の分析』 大修館
… 64 
久野 崎 1983 [i'新日本文法研究』 大修館
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築島 謙三 1970 1-，活しことばにおける1.:1本人の論理J (11ニl本人の性格』
所収) 朝倉書)出
日本語教育学会編 1982 Ilcl本語教育辞典』 大修館
国語学会編 1980 1国語学大辞典』 東京堂
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2.-4. 形容動詞は， 1一ーな」の形を見出し語にしている O
2.-5. 1です」に前接する「んJrなん」は，一語扱いにして見a¥しidlf
にしている O








3.-2. 助制のツち 1-1"、らが pしゃるJ等は;意味・用法等により卜位分知







3. -，-4. rです」は， それに伴う終助詞の種類， また!ですJに|んJ
「なんJが前J支2するかどうかにより F位分してある。
3.一，-5. 助詞!かJIがJIに II ねJrの」等は，その7言、味@用法によっ
てド{立分烈してある O
4. I主す Ir t引./，ノJIと}二し/乙去し .l') Jについ Ci~J、文:例の列挙な'tì 1与
L， 文:itPJk けな子Iーした;。
5. {史Hj~文例の丈ll}'!(こは，①② υ …の数千:がつけ¥ある。これは乙/，)リ才
での文通し話:りであり，この解説書全体に共通のものである o 16J'-見IU
しdHI人jでは，この!煩に丈例0::Ji~ /:1'，した。 (1)(2)……と卜位分~f~ した場合に
も，その分限内でInJ イ)fJtIU!1国企とっている。 全くのIjiJ ピ立;については
通し高:弓を棋に，i(r:べ，引HJを:-，-)"1ですませた。
6. 見11¥しJ市の僚には[ J で 'r~\')li英字のil(1'ilHいj をノI七し J、/こその























































⑩ ごこは， どこへいきまし i、うか。










































































































































































































































































(1)③， ~~， (乱@ そうですか。
⑫ ああ，そうですか。
(2)1!l~，⑫ そうですJlo
















⑮ おかあさん， らょっと，だいがくにょうじがありますので， しつれい
いたします。
たのむ〔頼むJ(1) 
長争 -.: Jtノヲ 1とのむよ。
たら(4)



















































































































































⑬ おかあさん， らょっと，だいがくにょうじがありますので， しつれい
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い/tし elす、。













































































③，⑮，⑩，⑫，⑫，⑩， @，仰，⑨，⑬，⑩， (@，⑬，⑪，⑩，⑪，⑩ 
⑬，ゆ，ゆ
ましでは)

























































































































































































































































































































































































































46 i 配膳する席員 てんいん r@おまたせいたし
ました。
⑩どうぞ，ごゆっくり。J
47 | 食べる三人 きよし r@さあ， どうぞ。」
はは r@はい，いただきま
す。」
48 清水寺 はは i@あっ，ちょっと。
三年坂を登る母・恵美子・清 @すみません。」




















(51 j古7Íく、V~ t.~::)伝く τt人
55 1 
56 I 新繰の清水守l
57 I企:f均i' IliIJ作タイトノレ
企画| 国立国語研究所
HJIj('F 1本シネセノレ株式会
者r.
102 
てんいん「⑮はい，かしこま
りました。」
はは「⑩おいくらで、すか。J
てんいん「ゆいち虫んえんい
ただきます。 I
(:tlま i@j)はいoJ
んいん「⑩ありがとうご5
いfヒナ。J
えみこ「⑩むこうへいってみ
.tしJ、うよ。
必l*l叶りー|
